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FIN MTFIN MTとと
ISO 20022 MX ISO 20022 MX ––
「共存」がユーザーコミュニティ「共存」がユーザーコミュニティ
に与える影響の最小化に与える影響の最小化

Jamie Shay
Head of Standards
SWIFT

スタンダーズ概要およびアップデート - 2008年4月、於東京
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アジェンダ

ISO 20022 – 現在の状況と概要

MTとMXの「共存」

その他のスタンダーズ・アップデート

Q&A
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共通アプローチの構築に向けて
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ISO 20022 方法論
三層から成る開発アプローチ

ビジネス要件および
分析

ロジカル/メッセージング
要件

物理的メッセージ
と構文

•XMLスキーマの生成

•ドキュメントの作成
•事例/例証の準備

•ビジネスのモデル化 (UML)
•コンポーネントの定義
•メッセージの構築

•ビジネス要件の収集
•ビジネスニーズの分析
•ワークフローの文書化、マッピング
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UNIFI* (ISO 20022) 
登録機関、団体
登録管理グループ – RMG（Registration Management Group）
（全体的な管理）
– 18ヶ国、9つの国際的標準化団体から50人のシニアマネー

ジャーが参加

標準化評価グループ – SEG（ Standards Evaluation Groups ）
（ユーザー代表）
– 送金（13ヶ国、5つの組織、34人の専門家）

– 証券（16ヶ国、7つの組織、55人の専門家）

– Forex（11ヶ国、3つの組織、26人の専門家）

– 貿易金融（12ヶ国、2つの組織、23人の専門家）

登録機関 – RA（ Registration Authority）
（UNIFI レポジトリの保守）

*UNIFI – Universal Financial Industry. 
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ISO 20022への移行を推進しているのは

新たなイニシアチブ

– 世界的な協調

– ヨーロッパにおけるGiovanniniおよびSEPA
– 市場インフラ

– 「ファンド」市場における自動化

新たなプレイヤー

– 事業法人、ファンドマネージャー

新たなテクノロジー

– XML、SOA、ウェブサービス
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共通アプローチの構築に向けて
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ISO 20022 (UNIFI) メッセージ

送金

– 送金イニシエーション (5)

– 送金の清算、決済 (7)

送金決済E&I（例外処理と照会） (14)

キャッシュマネジメント(3 + 28)
TSU（トレードサービスユーティリティ）メッ
セージ (50)
インボイスファイナンスリクエスト (3)

投資信託

– 証券取引 (18)

– 証券決済 (11)

– 参照データ (3)

– 証券管理 (7)

– キャッシュフォーキャスト (6)

その他の証券

– プリトレード/トレードメッセージ (44)

– 投資信託 (23)

– 証券取引関連の規制当局レポーティング
(4)

– Proxy voting (8)
外国為替市場とOTCデリバティブ

– ノンデリバラブルフォワード (7)
– 通貨オプション (4)
– 一般 (4)

送金、キャッシュマネジメント、
貿易金融

証券、FX、デリバティブ

110件のメッセージ 139件のメッセージ

96件 UNIFIメッセージ 153候補 UNIFIメッセージ
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ISO 20022 - 現在の開発状況

口座身元証明の変更/検証 (GUF)
E-インボイス (UN/CEFACT、TBG5)
証券ポストトレード (Omgeo LLC) 
決済と照合 (SWIFT) 
コーポレートアクション (SWIFT)
発行体エージェントコミュニケーション (Euroclear)
マーケットクレーム/トランスフォーメーション (Euroclear)
証券登録および所有者ID  (Euroclear)
証券発行 (Euroclear)
トライパーティ担保管理 (SWIFT)
ポートフォリオ全体評価レポート (ISITC)
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ISO 20022 - 現在のパイプライン

E-マンデート (SWIFT)
E-BAM (SWIFT)
キャッシュ・イン・トランジット (EUの中央銀行)
ヘッジファンド (SWIFT)
ファンド処理パスポートレポート (SWIFT)
送金人のペイメントアクティベーションリクエスト (ACBI)
証券貸借(FPL?)
口座管理 (FPL? SWIFT?)
FX (IFX? CLS?)
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SEPA向けのUNIFI (ISO 20022) 
UNIFI ISO 20022UNIFI ISO 20022でのでのSWIFTSWIFTスタンダーズ送金決済：スタンダーズ送金決済：

送金イニシエーション

P  A  I  N
送金の清算&決済

P  A  C S

キャッシュマネジメント

C A M T

キャッシュマネジメント

C A M T

キャッシュマネジメント

C A M T

SEPA指定の
サブセット

SEPA推奨の
サブセット
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口座引落とし 送金

CustomerDirectDebitInitiation
pain.008.001.01

FI2FICustomerDirectDebit
pacs.003.001.01

PaymentStatusReport
pacs.002.001.01 / pain.002.001.02

PaymentReturn
pacs.004.001.01

PaymentCancellationRequest 
pacs.006.001.01 / pain.006.001.01

CustomerPaymentReversal
pain.007.001.01

CustomerCreditTransferInitiation
pain.001.001.02

FI2FICustomerCreditTransfer
pacs.008.001.01
FinancialInstitutionCreditTransfer
pacs.009.001.01

口座引落とし 送金

FIPaymentReversal
pacs.007.001.01

C2B (pain)
推奨

C2B (pain)
推奨

FIToFI (pacs)
指定

FIToFI (pacs)
指定

SEPA向けのUNIFI (ISO 20022)

推奨推奨

指定指定

未使用未使用
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Jasdecとの協働

決済照合システムのフローにフォーカス

ISO 20022を使用したソリューションの探索

主要なプロジェクト：

– 約定照合

– 決済照合および決済

証券貸借、先物とオプション、投信基準価額

日本の市場慣行をISO 20022に反映= 全ての国内取引・
クロスボーダー取引をカバーする、1つの標準化（スタンダ
ーズ）
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アジェンダ

ISO 20022 – 現在の状況と概要

MTとMXの「共存」

その他のスタンダーズ・アップデート

Q&A
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FINメッセージカテゴリ

カテゴリ 1 – 顧客送金 & 小切手 (18メッセージ)
カテゴリ 2 – 金融機関間の付替 (17メッセージ)
カテゴリ 3 – トレジャリー市場 – 外国為替、マネーマーケット & デリバテ
ィブ (27メッセージ)
カテゴリ 4 – 取立て & キャッシュレター(18メッセージ)
カテゴリ 5 – 証券 (66メッセージ)
カテゴリ 6 – トレジャリー市場 – 貴金属 & シンジケーション (20メッセー
ジ)
カテゴリ 7 – 荷為替信用状 & 保証 (29メッセージ)
カテゴリ 8 – トラベラーズチェック (18メッセージ)
カテゴリ 9 – キャッシュマネジメント & 顧客状況 (29メッセージ)

66 + 6 ISO 15022

5 ISO 15022
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MTの今後
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共存 – 結論

MTは、今すぐなくなるわけではない

3年間のなだらかなスケジュールで全てのMTをリ
ストアップすることも含めた、完全な移行計画が現
在策定されている。2008年6月、コミュニティに発
表される。

SWIFTは、「共存」を容易にするために設計された
追加製品やサービスを提供することで、「共存期
間」にあるユーザーをサポート
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問題なく穏やかに共存

新たな業務分野：MX
– TSU

MTでは十分でない： MXがMTを代替

– Proxy voting、ファンド、E&I

規制もしくはインフラによる促進要因： MXおよび
MTの両方

– SEPA、T2S

MXのビジネスケースがない： 当面はMT
– Forex



Slide 19Asia_April2008_v1 - Confidentiality: External

「共存」フレームワーク全体図
（提案版）

ビジネス委員会（BPC、SSC）のアドバイスを受け、
標準化委員会（STC）が決定

1. MXの準備 2 . MXの導入 3. MXに移行

MT
MX

MT/MX

>1 年 1～2年
MX構築/使用
の決定

一般的に使用

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス

と
論
拠

MX開
発
と
実
証

実
験

共
存
の
サ
ポ
ー
トと

ツ
ー
ル

SWIFTで
MX本番稼働

• 移行日を設定
• 業務範囲別にマイルストーンを設定
• ダッシュボードと追跡

MT廃止

ドラフト
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証券
ロードマップ - 提案版 ドラフト
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証券取引にISO 20022を使う理由

1. ISO 15022に引き
続きISO 20022に移

行する＝二重の移行
コスト

2. ISO 15022の移行
コストを回収

3. 「共存」コスト

Giovanniniに間に合わ
せ、コアエリアにISO 
20022を導入する

ISO 15022は、10年
間の寿命があるはず

ISO 20022を、ISO 
15022と容易に共存で

きるよう設計する
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清算・決済メッセージへの影響

SWIFTによる、コア清算・決済メッセージのISO 
20022構文バージョンの開発：

– SR 2009でのパイロット準備完了

– SR 2010での本番稼働

ISO 15022 /20022間で1:1のマッピングを確実にする

ISO 20022の機能をISO 15022で使用できるものに
限定し、少なくとも2013年まで保守を同期化

変換やディレクトリ等を含む「共存」サポートソリューシ
ョンの提供
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送金決済&キャッシュマネジメント
ロードマップ - 提案版 ドラフト
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SWIFTスタンダーズ製品
ISO 20022への移行を容易に

電子版の市場慣行ルール

電子メッセージテンプレート

SWIFTスタンダーズ レポジトリ

トランスレーションルール

スマートテストメッセージ

S
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ッ
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市場イニシアチブ、規制要件、共存
ロードマップと協調した優先度
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アジェンダ

ISO 20022 – 現在の状況と概要

MTとMXの「共存」

その他のスタンダーズ・アップデート

Q&A
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カバー送金

受信銀行の
コルレス先

送信銀行の
コルレス先

依頼人
受益人

依頼人
受益人

103

清算および
決済

202 910

950
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問題点

受信銀行の
コルレス先

送信銀行の
コルレス先

依頼人
受益人

依頼人
受益人

103

清算および決
済

202 910

950コルレス銀行がコルレス銀行が
依頼人・受益人を依頼人・受益人を

知らずに決済している知らずに決済している
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MT202 COV バリアント

依頼人の
銀行

受益人の銀行

受信銀行の
コルレス先

送信銀行の
コルレス先

依頼人
受益人

清算および決
済

202

依頼人
受益人

103

COV
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PMWG - 結論

スタンダーズリリース2009と共に導入

MT 203やMT 207ではなく、MT 202 COVおよびMT 205 COVバリアント

一般メッセージの2,000キャラクターから、MT 202 COVおよびMT 205 COVの
キャラクター数は10,000キャラクターに増加

コピーされたフィールド： 32B、33B、50a、52a、56a、57a、59a、70、72 

繰り返し使用できるシーケンス
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MT202 COVバリアント： 明示フィールド

Status Tag Field Name Content/Options

Mandatory Sequence A General Information

M 20 Transaction Reference Number 16x

M 21 Related Reference 16x

----->

O 13C Time Indication /8c/4!n1!x4!n

-----|

M 32A Value Date, Currency Code, Amount 6!n3!a15d

O 52a Ordering Institution A or D

O 53a Sender's Correspondent A, B or D

O 54a Receiver's Correspondent A, B or D

O 56a Intermediary A or D

O 57a Account With Institution A, B or D

M 58a Beneficiary Institution A or D

O 72 Sender to Receiver Information 6*35x
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6*35xSender to Receiver Information72O

4*35xRemittance Information70O

A or No letter optionBeneficiary Customer59aM

A, B, C or DAccount With Institution57aO

A, C or DIntermediary Institution 56aO

A or DOrdering Institution52aO

A, F or KOrdering Customer50aM

Optional Sequence B Underlying Customer Credit Transfer Details

-----|

O

O

32B

33B

Transaction Amount

Currency/Instructed Amount

3!a15d

3!a15d

----->

繰り返し使用が可能なシーケンスを伴ったMT202 COV
バリアント
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09年11月14
日

08年4月 08年9月

PMPG 
市場慣行についての議論

とその公開

08年3月

SR2009
本番
稼働

カバーメッセージ

バリアントのため
の特別SRG

2009

SWIFT AML
ワークグル

ープ

ミーティング

カバー送金とその透明性
今後のスケジュール
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SR 2008 スケジュール

2007年7月16日 ハイレベル情報

2007年12月21日 スタンダーズリリースガイド

2008年2月22日 SRG正誤表（必要に応じて）

2008年4月19日 ベンダーテストシステム

2008年7月13日 Test&Trainingシステム

2008年9月19日 UHB発行

2008年11月15日 スタンダーズリリース2008 ライブ稼働

2007年6月1日 変更リクエストの期限
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SR 2009 スケジュール（暫定）

2008年7月14日 ハイレベル情報

2008年12月19日 スタンダーズリリースガイド

2009年2月20日 SRG正誤表（必要に応じて）

2009年5月1日 ベンダーテストシステム

2009年7月18日 Test&Trainingシステム

2009年9月18日 UHB発行

2009年11月21日 スタンダーズリリース2009 ライブ稼働

2008年6月2日 変更リクエストの期限
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投資ロードマップ –
FIX、ISO、FpML構文（ハイレベル）

キャッシュ
エクイティ

債券 Forex 上場デリバ
ティブ

OTCデリバ
ティブ(2)

ファンド

取引前

取引

取引後

清算/決済前

資産サービス N/A

決済

価格設定/リスク/レポーティング

FIX ISO(1) FpML

(1)ISO 20022、ISO 15022、SWIFT FINメッセージを代表します。
(2)詳細はOTCデリバティブブレイクアウトを参照してください：

- 銀行貸付、店頭FX、店頭株、債券、金利、クレジット、商品デリバティブ
- 店頭デリバティブの取引後アロケーション用として、FIX+FpMLの組み合わせがサポートされています。
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スタンダーズフォーラム 2008 
スタンダーズフォーラム @ Sibos – Sibos代表者のため

– Sibos用の中心的なスタンダーズリソース

– スタンダーズフォーラムの展示は、Sibos代表者を対象としたプレゼンテー
ションや、市場と連携した情報に基づいたセッションにより構成

– スタンダーズを包括的に推進する、Sibos会議セッション

スタンダーズフォーラム（2008年5月6日、7日） – コアなスタンダー
ズ関係者向け

– ‘roll up your sleeves’ - 主要なスタンダーズ関係者とアジェンダを徹底討論

– 共同アジェンダ

– SWIFT・ロンドン主催による、2日間のミーティング

– アウトプットは、適宜解説と共にスタンダーズフォーラム@ Sibosで共有



Slide 37Asia_April2008_v1 - Confidentiality: External

SWIFTスタンダーズコミュニティ

www.swiftcommunity.net/Standards

メンバーは400人
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Q&A
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